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外国語原書読解（英語） 
1、 

 

 
 
2、 

 
  

 

 
  







外国語原書読解（漢文） 
1、 
画を学ぶは詩よりも難く、又書よりも易からず。詩は全くして古人を伝へ、世々規模を見る。書も亦

摸勒を存し、尚ほ前途を求む可し。画は古跡を存すること鮮く、何れの処にか一隅を尋ねん。筆を

埋めて董巨に接し、意、会して黄呉を悟る。 
董源字は叔達、或いは曰ふ字は北苑と。鍾陵の人。釈巨然、江寧の人。黄公望字は子久、一峰と

号し、又大痴道人と号す。平江常熟の人。呉鎮字は仲圭、梅花道人と号す。嘉興魏塘の人。 
海屋曰く、古画に求むるの難きは、詩書を学ぶよりも難しとは、確論、確論。 
画を学は禅と同じ。結跏或いは多年。敗筆塚を成すと雖も、動もすれば即ち狐禅に堕つ。魔界に

在るを知らざるは、畢竟是れ何にか縁る。一は天分の低きに因り、一は名利に纏はるに因る。書を

読んで古人に問ひ、我を忘れて自然を求む。 
 
2、 
画を学ぶのは詩を作るよりも難しいし、また書よりも易しくない。なぜならば詩は完全な作品の形で

古人を伝えていて、いつの時代にも則るべきすがたを見ることができる。また書も摸本・刻本があっ

て、まだ昔の方法を求めることができるからだ。それに対し、画は昔の作品を残していることが少な

いのだから、全体をつかむための一部分を知ることさえ難しいのである。それゆえ筆を埋めるほど

多く描いて董源・巨然に近づくことを求め、心に会得して黄公望・呉鎮の精神を悟るよりほかはない。 
董源、字は叔達、あるいは字は北苑ともいう。鍾陵の人である。釈巨然、江寧の人である。黄公望、

字は子久、一峰と号し、また大痴道人と号する。平江常熟の人である。呉鎮、字は仲圭、梅花道人

と号する。嘉興魏塘の人である。 
海屋は「古画に学ぶことの難しさは、詩書を学ぶことよりも難しい。これは、じつに確実な論である。」

と。 
画を学ぶのは禅と同じで、結跏趺坐して座禅をすること多年にわたるように、多年の修練を要する。

しかしこのようにして、使い古した筆が小山のようになっても、ややもするとそのまま野狐禅に陥る。

そして自分では魔界にいると気づかないのは結局どうしてであろう。それは一つには画の天分が低

いためであり、一つには名利にまつわっているためである。だから読書して古人にたずね、更に小

我を忘れて大自然に合することを求めなければならない。 
  







外国語原書読解（日本語） 
1、 

近代以降の芸術では、ピカソやゴッホのようにオリジナリティを重視する「天才」像が理想とされ、

模倣や複製は価値が低いと見なされてきた。しかし、古代や中世においては複製も正当な意味と

価値を持っており、美術は本来、自然や作品の模写から発展してきたものである。近代的な「オリジ

ナル崇拝」は時代的・地域的に限定された価値観にすぎず、複製の意義を再評価することが必要

である。 
 




